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玉村町防災を考える会
お話を伺ったのは、会長の宮澤  豊さんです

6/ 1 水

   〜10 金
本会議・委員会は、

どなたでも傍聴できます

３月議会の傍聴者は
31人でした（男17人・女14人）

玉村町防災を考える会について教えてくだ
さい
　自然災害から命を守ろうと、町内の有志がボラン
ティアとして集まり令和３年11月に発足しました。

活動内容などは？
　まだ会が立ち上がったばかりですが、防災・減災
についての啓発活動や支援活動を住民と協働で行え
るよう、研修会や防災訓練、地域への出前講座で、
平時からの備えを日常から意識していただけるよう
活動していきたいと思っています。
　災害発生時には自治体はもちろん消防署などの関
係機関との連携を図りながら、避難所の運営支援を

行っていくことが
できるような体制
をつくっていきた
いと思っていま
す。

町の皆様への
防災・減災についての心構えを
　災害の少ない地域ではありますが、災害に備え、
普段から家族での話し合いや災害発生時の準備など
をしておくことで「明日は我が身」として考えてほ
しいと思います。
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次回定例会の予定

私たちのふるさとは私たちで守る

※10代はなし、不明 10％

30代3％
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